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□ 日本自動車産業 基礎データ年刊2022 99,000円（税込、国内送料込）

コロナ後の成長方向コロナ後の成長方向

第4章  日本自動車メーカーの世界戦略

先進技術を中心に各社の提携が活発化、商用車も網羅

(各国自動車工業会、それに準ずる機関のデータよりFOURIN作成)
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（2009～2020年実績、2021～2032年予測）

新型コロナウイルスの感染拡大とその影響の長期化に加え、半導体供給能力不足とアジアからの部品調達
が滞り、秋から減産が続く2021 年は、日系自動車メーカー各社にとって深刻な試練の年となりました。また
2050 年カーボンニュートラルが世界共通の目標となり、欧州をはじめ世界主要政府が内燃機関車の販売停
止を打ち出そうとする中で、従来のHEVを中心にしてきた日系メーカー各社も、電動車戦略の見直しを迫ら
れています。こうした厳しい経営環境において、更なる発展を目指すために、真の競争力を獲得するための努力
が続いています。
本報告書では、日本自動車メーカー各社の国内および海外の生産体制、生産・販売動向、製品動向、研究開
発動向、経営体制、提携戦略について、エビデンスとなる基礎データとともに、各社の従来の強みと弱み、新し
い分野における競争力獲得動向など、新しい成長戦略の方向性について展望します。この他、各社の業績、地
域別・国別生産・販売台数などの基礎データを駆使することで、各国拠点の生産稼働率や生産体制を俯瞰
するとともに、DX化動向、MBD/MBSEの活用状況など開発効率の向上や、カーシェアリングやサブスクリ
プションなどフロー顧客の獲得に向けた新しい取り組みについても報告いたします。

新型コロナウイルスの感染拡大とその影響の長期化に加え、半導体供給能力不足とアジアからの部品調達
が滞り、秋から減産が続く2021 年は、日系自動車メーカー各社にとって深刻な試練の年となりました。また
2050 年カーボンニュートラルが世界共通の目標となり、欧州をはじめ世界主要政府が内燃機関車の販売停
止を打ち出そうとする中で、従来のHEVを中心にしてきた日系メーカー各社も、電動車戦略の見直しを迫ら
れています。こうした厳しい経営環境において、更なる発展を目指すために、真の競争力を獲得するための努力
が続いています。
本報告書では、日本自動車メーカー各社の国内および海外の生産体制、生産・販売動向、製品動向、研究開
発動向、経営体制、提携戦略について、エビデンスとなる基礎データとともに、各社の従来の強みと弱み、新し
い分野における競争力獲得動向など、新しい成長戦略の方向性について展望します。この他、各社の業績、地
域別・国別生産・販売台数などの基礎データを駆使することで、各国拠点の生産稼働率や生産体制を俯瞰
するとともに、DX化動向、MBD/MBSEの活用状況など開発効率の向上や、カーシェアリングやサブスクリ
プションなどフロー顧客の獲得に向けた新しい取り組みについても報告いたします。

■新型コロナ禍長期化の中、日本自動車産業に求められる新国際競争力を考察!
■国別生産・稼働率・能力計画から新時代の世界バランスと成長方向を戦略を展望!!
■自動車メーカー別に新製品・新技術採用動向と新経営戦略を分析 !
■転換期における自動車産業の新成長戦略を基礎データから分析 ! !

■新型コロナ禍長期化の中、日本自動車産業に求められる新国際競争力を考察!
■国別生産・稼働率・能力計画から新時代の世界バランスと成長方向を戦略を展望!!
■自動車メーカー別に新製品・新技術採用動向と新経営戦略を分析 !
■転換期における自動車産業の新成長戦略を基礎データから分析 ! !

実績← →予測

アジア・大洋州

北米

中近東
西欧
南米
東欧 アフリカ

■体裁：A4判 262頁、カラー印刷　　■発刊：2022年1月31日　　■価格：99,000円（税込、国内送料込）
■特別価格：66,000円(税込、国内送料込)（日本月報購読部署/新規同時申込部署orインターネットグループ購読者）

□ 日本月報購読部署/新規同時申込部署orインターネットグループ購読者価格 66,000円（税込、国内送料込）

日系メーカー、世界自動車販売推移

基礎データ年刊 2022基礎データ年刊 2022日本自動車産業日本自動車産業
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第3章：日本自動車メーカーの国別生産能力と稼働率、2020年は新型コロナの感染拡大で稼働率は低下

第3章：日本乗用車メーカー各社PF戦略、GA、CMF、SGP、HEARTECT等新PFへの切り替えが進行

第3章：日本自動車メーカーの世界生産台数、2020年は新型コロナで中国以外で生産減少

第3章：日本自動車メーカーの世界販売台数、新型コロナ感染拡大で2020年は2,300万台水準に低下

第3章：メーカー別生産拠点配置、最適化を進める日産・ホンダは主力地域以外で能力削減、

 トヨタ・日産・ホンダとも中国では能増

第3章：メーカー別開発拠点配置、ソフト開発の重要性が増大、

 トヨタは3,000人規模の開発体制構築を目指す

第4章　日本自動車メーカーの世界戦略
第4章：トヨタ提携戦略、電動化に加え内燃機関の可能性を広げるための連携を強化

第4章：日産提携戦略、Renault・三菱自とのアライアンスが中心、CMFの適用拡大・拠点相互利用が進む

第4章：ホンダ提携戦略、BEV・自動運転でGMと連携強化

第4章：商用車提携戦略、4社ともトヨタとの協業が拡大

第4章：トヨタ経営動向、脱炭素の実現に向けて、HEV/BEV/PHEV/FCEVをフルラインで展開

第4章：日産経営動向、電動化と知能化を推進、生産能力と商品ラインの合理化で収益性向上

第4章：ホンダ経営動向、中国重視の姿勢を明確化、生産能力削減に一区切りで車種構成を見直し

第4章：マツダ経営動向、北米向け新型SUV CX-50を発売、

 Large群SUV4モデルを2023年にかけて導入予定

第4章：スズキ経営動向、日印欧で電動車投入を加速、2025年までにインド・日本でBEVを投入へ

第4章：スバル経営動向、2022年央にBEVを世界展開、

 組織面では半導体不足対応で部品調達体制を強化

第4章：三菱自経営動向、2022年は電動車販売拡大、収益改善に向けて構造改革を推進

第4章：ダイハツ経営動向、5本部体制に再編、2022年1月の組織改正でユニット制を廃止

第4章：商用車メーカー経営動向、BEVトラック投入が進展、

 物流ソリューション提供に向けてデータ活用等では連携

第5章　日本自動車メーカーの国内戦略
第5章：乗用車8社国内モデル別生産、SUVが17%減の308万台、リッターカーは4%増加

第5章：日本国内セグメント別モデル販売台数、SUV比率が2割に上昇

第5章：日系乗用車メーカー各社輸出台数、2019年まで増加傾向、

 2020年はコロナの影響でスズキ以外が前年割れ

第5章：日本国内輸入車販売、2020年は8.7%減の31.8万台、

 一方で日本車は大幅増、Jeep・Porscheは過去最高

総 論　日本自動車産業の新たな成長方向
総論：トヨタ・日産・ホンダのCASE/MaaS対応、2022年以降にBEV展開が本格化

総論：デジタル対応と新ビジネスモデルへの挑戦、トヨタのモビリティプラットフォーマーKINTO

総論：日本自動車産業DX進展状況、開発・生産・販売領域でデジタル技術を積極活用

 日本自動車産業DX進展状況インタビュー、DXによる可能性についてBellaDati齊藤氏に聞く

総論：日本自動車産業のMBD/MBSE導入動向、開発を効率化して競争優位性を確保

総論：空飛ぶクルマの可能性、2023年の空飛ぶクルマの事業開始を大阪府が発表

総論：日本政府のカーボンニュートラル戦略、地球温暖化対策計画を2021年10月に改定

総論：トヨタBEV戦略、今後9年間でBEVに4兆円を投資、2030年販売目標は350万台に上方修正

総論：日産BEV戦略、2030年までに15モデルのBEVを投入、全固体電池は2028年の量産開始を目指す

総論：ホンダBEV戦略、2022年に中国で初のホンダブランドBEVを投入

総論：商用車BEV戦略、小型BEVトラック出揃う、軽商用BEVは佐川急便向けに納車開始

第1章　日本自動車産業の基礎データ
第1章：日本自動車産業の内外生産・販売バランス、海外の生産比率は7割、販売比率は8割に拡大

第1章：世界自動車販売の現状と潜在成長市場、中・米・印の重要性変わらず、中近東・アフリカに成長余地

第1章：日本市場の中長期見通し、人口減等で長期縮小傾向、電動化動向が変動要因となる

第1章：自動車関係出荷額、2012～2018年まで7年連続で増加、

 2019年は60兆円と製造品出荷額の18%を占める

第1章：国内自動車製造関係労働者人口、2019年は89万人と全製造業労働者人口の11%超

第2章　コロナ下の日本自動車産業の緊急課題
第2章：半導体不足で完成車メーカーの減産相次ぐ、問題長期化で半導体調達方法の見直し進む

第2章：メーカー別新車投入による需要喚起、特別仕様車の設定や仕様向上、装備追加で販売底上げ

第2章：新型コロナ感染対策、日系サプライヤー各社が知見を活かした新商品・新部材を展開

第3章　日本自動車メーカーの基礎データ
第3章：日本自動車メーカー各社業績、2020年度はコロナで減収減益、

 2021年度通期予想は下振れ、半導体不足が足かせ

第3章：日本自動車メーカー各社地域別業績、アジアでの営業利益率は6%超を維持

第3章：日本自動車メーカー各社為替変動リスク、海外売上高比率は乗用車メーカーは6割超、

 対応策として現地生産・現地調達を拡大

第3章：日本自動車メーカー各社非四輪事業の収益動向、ホンダは二輪、スズキはマリンが高収益化、

 スバルの航空宇宙はコロナで赤字

第5章：日本国内自動車保有台数、車齢は過去最高齢、電動車比率は13%に上昇

第5章：日本国内中古車販売台数、20年は流通量低下で微減、21年は需要増で相場高騰

第5章：トヨタ国内事業、Woven Cityの建築工事を開始、

 新型コロナ/半導体不足への対応と国内販売店改革に取り組む

第5章：日産国内事業、電動車を普及促進、栃木工場には最新のスマート工場コンセプトを導入

第5章：ホンダ国内事業、狭山工場を閉鎖し生産効率化、販売ではオンラインストアを開設

第5章：マツダ国内事業、Large商品群CX-60を国内投入、

 既販車のソフトウェアアップデートの対象を拡大

第5章：スズキ国内事業、コネクテッドカーの導入で軽の競争力を強化、2025年には軽BEV投入

第5章：スバル国内事業、SUBARU LabでAI開発、新価値創出第1弾のSUBAROADをリリース

第5章：三菱自国内事業、国内でも構造改革パジェロ製造閉鎖、

 新型Outlander PHEV、新型軽BEVで電動車ラインアップ拡充

第5章：ダイハツ国内事業、シリーズハイブリッドで電動化加速、

 軽商用車にDNGAを適用して燃費規制に対応

第5章：いすゞ国内事業、コネクテッド情報PFを新たに構築、UDトラックスとアフター分野で協業進展

第5章：日野国内事業、トータルサポートで取引関係強化、2021年5月にロジビズUP！を開始

第5章：三菱ふそう国内事業、eCanterの本格導入に向け、

 体験型設備の導入や従業員の教育体制等を強化

第6章　日本自動車メーカーの海外戦略
第6章：日本車の海外生産台数、新型コロナ、サプライチェーンの停滞、半導体不足等が減産リスク

第6章：トヨタ海外事業、北米・中国が主軸で海外販売・海外生産の約6割、

 電動車を中心に生産体制を強化

第6章：日産海外事業、北米・中国が主軸、近年はBEVのハブ拠点として英国での事業体制強化

第6章：ホンダ海外事業、生産・販売台数ともに最大の中国事業の重要性が高まる

第6章：マツダ海外事業、米国に北米専用車CX-50を投入予定、

 中国事業を再編し販売チャンネルを一本化

第6章：スズキ海外事業、乗用車シェア50%死守に向けてインドに集中投資

第6章：スバル海外事業、米国で市場シェア5%獲得が目標、

 走破性を高めたWildernessシリーズを投入

第6章：三菱自海外事業、ASEANを重点地域として事業強化、

 Outlander PHEVなど電動車の販売国を拡大

第6章：ダイハツ海外事業、2021年にマレーシアとインドネシアでDNGA商品を3モデル投入

第6章：商用車メーカー4社海外事業、ASEANと北米事業を重視、中国での生産比率高まる
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見  本  頁

総論　日本自動車産業のための新たな成長方向

デジタル対応、新ビジネスモデルへの挑戦
総論　日本自動車産業のための新たな成長方向

各社のBEV戦略
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